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●コンゴ民主共和国南部のコバルト鉱山で働く採
掘労働者の過酷な労働環境とそのサプライ
チェーンを調査。16年1月発表。

●コバルトは、スマートフォンやノートパソコン、デジ
タルカメラの充電式リチウムイオン電池の主な
原料。過酷な労働環境で採掘されている。

●コバルトの世界産出量の50%を占めるコンゴ。同
国産コバルトの20％が南部で手掘りで採掘され
ている。手掘りの採掘労働者は11～15万人。そ
うした鉱山では子どもも働いている。

●こうしたコバルトがアップルやサムソン、マイクロ
ソフト、ソニーなどの電子電気機器、ダイムラー、
フォルクスワーゲン、日産・ルノーなどの電気自
動車に使われている可能性を指摘。

●コバルトは国際的な法規制の対象外。

命を削って掘る鉱石

「命を削って掘る鉱石」報告書抄訳 http://www.amnesty.or.jp/library/report/pdf/drc_201606.pdf
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●手掘り鉱山は、坑道が補強されておら
ず、落盤の危険と隣り合わせ。換気が
不十分なため、窒息の危険も。

●事故でひと月に5人の労働者が死亡。

事故の多くは公表されず、正確な数字
は不明。遺体はがれきに埋もれたま
ま。

●労働者は手袋や作業着、フェイスマス
クなどの安全装備もなく、長時間働い
ている。コバルトの粉塵による呼吸器
疾患、皮膚炎といった健康被害が深
刻。

●鉱石を素手で選別、洗浄する子どもた
ちや女性たちの身体にも影響が。

●手掘り鉱山の多くは無認可で、安全管
理が徹底されておらず、装備や有害
物質の危険性についての指導もない。

命を削る鉱石の手掘り

© Amnesty International and Afrewatch
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●コンゴの採掘現場で働く子どもた
ちは4万人といわれ、その多くがコ
バルト採掘に関わっている。

●子どもたちは、鉱石を集め、選別、
洗浄、粉砕し、自分の体重より重
い鉱石を運ぶ作業に従事。

●1日12時間働いても、もらえる報酬
は1～2ドル。

●親に決まった収入がなく、働かざ
るをえない。学校に通っていても、
学費のために始業前や放課後、
週末などに鉱山で働いている子ど
ももいる。

●採掘産業は国際基準で「最悪の形
態の児童労働」とされている。

危険だらけの鉱山で
働く子どもたち

© Amnesty International and Afrewatch
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●コンゴ産コバルトの40％

を買い取っているのが、
中国の鉱業大手、華友コ
バルト社の子会社。

●同社により中国に輸出さ
れたコバルトは、中国・韓
国のリチウムイオン電池
部品メーカーに供給され
る。

●この部品を使ったバッテ
リーは、アップル、マイク
ロソフト、サムソン、ソ
ニーといった電機電子
メーカー、ダイムラー、
フォルクスワーゲンなど
の自動車メーカーに提供
されている。

あなたのケータイや
パソコンにコンゴ産
コバルトが？
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●コンゴは世界最大のコバル
ト産出国。手掘り採掘の劣
悪な労働環境と児童労働
は、過去にも報告されてお
り、高リスク地域。

●コバルトを製品に使用して
いる企業は、OECD「紛争
地域及び高リスク地域から
の鉱物の責任あるサプライ
チェーンのためのデュー
ディリジェンス・ガイダンス」
に沿って、デューディリを実
行すべき。

●OECD ガイダンスは、中国
商務部下部組織の中国金
属・鉱物・化学薬品輸出入
者商工会でも受け入れら
れている。

デューディリジェンスの
国際基準を満たせて
いない企業
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2016年9月30日発表



The Washington Post issued on Septempber 30, 2016

https://www.washingtonpost.com/graphics/business/batteries/congo-cobalt-mining-for-lithium-ion-battery/?tid=a_inl

https://www.washingtonpost.com/graphics/business/batteries/congo-cobalt-mining-for-lithium-ion-battery/?tid=a_inl
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これまでの成果①
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これまでの成果②
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これまでの成果③

●コンゴ政府が、コバルトの
手掘り採掘現場における
児童労働を2025年までに
根絶すると公約。今回初
めて、コバルト採掘現場
での児童労働の存在を公
式に認めた。

●2017年8月30・31日に首
都キンシャサで行われた
会合で、雇用・労働・社会
保障大臣が、児童労働を
なくすための施策に着手
し始めたと述べた。

●また、この発表の中で、
アムネスティが昨年の報
告書で示した提言に前向
きに対応する姿勢をみせ
た。



●前回のレポート発表以降の企業の対応を調査し
、コバルト調達の取り組みの改善状況をランク付
けした報告書を発表。2017年11月発行。

●アップル、サムスン、デル、マイクロソフトなどの
電子機器メーカー、BMW、ルノー、テスラといっ
た電気自動車メーカーのその後の対応を追跡。

●対象企業の中で最初に、コバルトの調達先を公
表したのは、アップル。2016年以降、積極的に華
友コバルトと連携して、サプライチェーンを調査し
、児童労働の問題に対処し、業界をけん引。
デル社とHP社も、前向きな姿勢を見せており、
華友コバルトとのつながりを調査し始め、より厳
格な調達方針を打ち出している。マイクロソフト、
レノボは対応が遅れている。

●電気自動車メーカーは電子機器メーカーに後れ
を取っている。BMWが最も取り組みが進んでお
り、調達方針を見直しているが、調達先企業名
は未開示。ルノーとダイムラーは、対応が遅れて
いる。

企業の取り組みのその後を追跡
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